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名
在

~
H

i

9
現

7
.

5
1
8
-
咋
J
H
i

訊
如
4
-

数

碑

一

平

一

員
成
立
i
四
月
十
五
日
、
本
会
総
会
に
於
い
て
、
会
長
挨
拶
に

会

平
L

”

_

.

.
 
j
続
き
、
事
業
報
告
・
決
算
報
告
・

2
9
年
度
事
業
計
画

な
ど
を
、
各
々
円
滑
・
円
満
に
承
認
し
て
頂
き
ま
し
た
。

特
に
、
今
年
度
は
、
『
会
誌
伊
和
志
』
の
第
一
一
号
し
か
し
、
三
月
の
役
員
会
で
は
、
講
師
の
依
頼
に
つ
い
て
、

を
、
一
年
が
か
り
で
編
集
•
発
刊
に
進
め
た
く
、
考
た
だ
「
お
願
い
し
ま
す
」
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
課
題

え
て
お
り
ま
す
。
「
全
会
員
参
加
型
」
に
仕
上
げ
よ
を
提
案
し
て
依
頼
す
る
か
で
迷
い
ま
し
た
。

う
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
更
に
、
今
回
の
第
二
号
で
ま
た
、
探
訪
・
散
策
活
動
に
於
い
て
は
、
参
加
人
数

本
会
は
、
「
郷
土
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
研
修
は
、
「
戦
中
戦
後
の
体
験
」
と
い
う
思
い
出
の
特
集
を
の
把
握
や
運
行
手
段
、
現
地
の
状
況
等
々
を
考
慮
し
た

対
象
と
し
、
そ
の
成
果
を
郷
土
に
還
元
し
、
郷
土
が
よ
組
み
、
郷
土
に
と
り
、
未
来
に
向
か
い
貴
重
な
資
料
上
で
計
画
し
な
け
れ
ま
な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
は
、
会
員

り
元
気
に
な
る
よ
う
貢
献
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
と
し
て
役
立
つ
冊
子
に
と
、
望
ん
で
お
り
ま
す
。
個
人
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
事
故
な
く
や
っ
て
来
ま
し

お

り

ま

す

。

ま

た

、

「

年

間

事

業

計

画

」

と

し

て

は

、

こ

れ

ま

で

た

が

、

高

齢

者

に

よ

る

車

の

事

故

が

多

い

こ

の

頃

で

す

。

今
年
度
も
、
去
る
四
月
十
五
日
に
総
会
を
開
催
し
、
の
講
演
、
会
員
発
表
の
他
、
大
網
白
里
・
茂
原
方
面
悩
み
の
種
で
も
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
の
事
業
計
画
に

報
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
致
し
、
新
た
な
心
で
事
業
計
画
に
と
匝
瑳
・
旭
方
面
と
い
う
、
二
回
に
わ
た
る
史
跡
散
沿
っ
て
、
会
員
皆
様
方
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
会
長
を

添
い
、
歩
き
始
め
ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
、
会
員
各
位
、
策
を
計
画
し
、
座
学
だ
け
で
は
な
く
、
現
地
訪
問
・
核
心
と
し
て
、
会
員
の
期
待
に
沿
う
よ
う
邁
進
し
て
参

会
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ラ
ー
を
発
揮
さ
れ
、
研
鑽
を
重
ね
な
が
史
跡
散
策
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
町
バ
ス
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ら
、
共
に
す
す
ん
で
お
り
ま
す
事
に
深
謝
を
申
し
上
げ
を
利
用
し
て
実
施
で
き
る
よ
う
、
計
画
を
進
め
て
お
さ
ら
に
本
年
度
の
大
き
な
目
標
に
『
会
誌
伊
和
志
』

会

ま

す

。

り

ま

す

。

の

第

二

号

発

刊

を

予

定

し

て

お

り

ま

す

。

会

員

「

全

員

究

お

陰

様

で

、

八

年

目

に

入

っ

た

本

会

で

す

が

、

と

参

加

塑

」

の

文

集

で

す

。

是

非

是

非

参

加

を

！

研
も
に
歩
み
な
が
ら
、
会
員
各
位
の
一
層
の
ご
支
援
•
も
う
―
つ
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
九
十
九
里
町
出
身

a

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
念
じ
て
お
り
ま
す
。
の
「
伊
能
忠
敬
」
が
、
平
成
一
云
紅
〖
知
砕
疇
記
詞
的
年

里

忠

敬

の

銅

像

を

建

立

す

九

る

た

め

、

募

金

を

呼

び

十

か

け

て

い

ま

す

。

九

そ

の

期

間

が

二

十

九

年
九
月
ま
で
で
、
三
十

年
に
J
R
佐
原
駅
南
口

ロ
ー
タ
リ
ー
に
建
立
予

定
。
五
万
円
以
上
を
寄

附
し
た
法
人
・
個
人
に

つ
い
て
は
銅
像
台
座
に

募
金
者
名
が
刻
印
さ
れ

ま
す
。本

会
も
こ
れ
に
賛
同

し
、
一
口
千
円
の
募
金

を
お
願
い
し
、
台
座
に

会
名
を
刻
み
込
ん
で
頂

こ
う
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

・
監

・
書

査 記

•
名
誉
顧
問

．

顧

問

・

会

長

・
副
会
長

・
事
務
局
長

・
会
計 と

も
に
歩
む

平

成

二

十

九

年

度

本谷内山桜藤野染小山清高鈴伊古村棗内川木
保川山口井代嶋谷澤本水橋木東河松藤山島島

僕
弘良菊勇宏智壽佳君之 悦千邦達英 い秀里
文枝敏子樹子子子代助興子穂子也一功つ臣八

＾ ＾ ^^^ ＾^^^ ＾ ^^^＾^^  ^ ＾ ^^ 真片真片真田片作真作片真片東不田下真西片
亀貝亀貝亀中貝田亀田貝亀貝金動中貝隻野貝
----ーー荒-------ーー市堂荒塚 ―― 
編 生 堀一生―
集ー 上一
委 一
員

役

員
会

長

内

山

い

つ

平成 29年度 事 業 計 繭 亀

月 日 曜 事 業 内 容

4 1 5 土 総会／記念講演

真忠組と大村屋
講師 川島秀臣氏

5 2 0 ± 講演徳冨薩花と

関寛斎講師齋藤功氏

6 I 7 土 史跡散策 I
大網白里・茂原方面

7 1 5 土 会員発表 染谷佳子氏
小澤君代氏

8 1 9 士 休会／役員会， 1 6 土 史跡散策II
匝瑳・旭方面

1 0 2 1 土 町のピジョン
町長大矢吉明氏

l l 1-、3 町文化祭

1 8 土 会員発表

1 2 1 6 土 講演
齋藤 功氏

1 2 0 土 新虞会
員親睦交流会

2 1 7 士 講演／伊畠忠敬
、1

妙覚寺住河野時巧氏

3 1 7 土 休会／役員会

纂5号

会長．内山いつ

事務局長

村 松 英 一

事務所
九十九里町
田中薫生
1 4 1 6の 5
電話 0 4 7 5 
76-0081 

事
務
属
長

村

松

英

更
な
る
内
容
の
充
実
を

S
平
成
2
9年
度
事
業
の
紹
介
S
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さ
よ
う
な
ら
、

あ
り
が
と
う
！

ま

せ

て

い

る

で

故纂崎胄童•本名篠崎綽ー氏O匿匿

昭和 7年3月23日生まれ

2 2年頃より作句

2 9年 白涛俳句会設立

3 5年好日俳句会へ入会

3 6年句集『鍬だこ人生』発刊

40年好日賞を受賞

5 7年句集『青いわらべ唄』発刊

6 0年研究書『九十九里の方言』発刊

6 1年 『つくも』創刊主宰

平成 4年句文集『獅子の笛』発刊

8年 記録集『西野獅子連物話』発刊

9年 句評集『青い選後評』発刊

1 O年合同句『ながらみの歌』発刊

1 3年『青童一代記安来節だよ人生は』発刊

1 4年合同句集『すえひろの歌』発刊

1 9年青童句文集『あこがれて』発刊

2 3年合同句集『つくも』三百号発刊

俳句協会々員 九十九里俳句会主宰等

青

童

さ
ん

を． 
ぶ

方

々

の

企

画

で

、

テ

ー

ジ

を

組

み

、

。

い

つ

も

「

安

来

さ

ん

、

歩

く

の

も

行

器

で

一

生

懸

命

に

練

習

を

重

ね

た

ら

し

く

、

想

定

外

で

踊

り

始

め

ま

し

た

。

私

は

、

意

外

で

あ

っ

た

が

、

大

変

、

箱

テ

ィ

ッ

シ

ュ

を

取

り

、

一

個

づ

つ

包

み

、

「

お

ひ

ね

り

」

を

れ

！

」

と

声

援

を

送

っ

た

。

「

生

涯

最

後

の

踊

り

！

」

と

喜

頃

、

本

会

の

資

料

を

持

参

し

ま

し

た

ら

、

ま

た

入

院

と

の

で

娘

さ

ん

に

依

頼

し

て

帰

り

ま

し

た

が

、

そ

の

数

日

後

、

み

で

一

杯

で

す

。

あ

の

ユ

ー

モ

ア

溢

れ

る

り

ま

せ

ん

。

き

っ

と

今

も

友

人

た

ち

を

楽

（

内

山

い

つ

記

）

あ

っ

た

ろ

》

一

、

俳

句

人

生

六

十

年

以

上

も

歩

ん

で

い

た

青

童

止

符

を

打

た

れ

た

。

、

恐

ら

く

ご

家

庭

の

意

晶を抱
じ

め

そ

ん

純

一

様

今

生

に

己

が

思

い

を

遠

き

旅

路

に

成

し

遂

f

て

立

ち

し

が

童

修
美

青

童

さ

ん

桜

井

宏

欄

青

童

さ

ん

、

あ

な

た

と

は

六

十

年

の

お

付

き

合

い

を

さ

せ

て

頂

き

、

私

の

人

生

の

地

名

は

、

そ

の

士

地

の

歴

史

を

表

し

ま

す

。

本

町

に

良

き

相

談

相

手

の

先

輩

で

し

た

。

は

江

戸

時

代

の

旧

村

名

で

あ

る

大

字

の

西

野

・

真

亀

．

或

る

日

、

青

年

会

の

帰

り

に

俳

句

の

会

が

あ

る

か

ら

と

お

誘

い

を

受

け

ま

し

た

ね

。

下

貝

塚

・

小

関

・

片

貝

・

作

田

や

小

字

に

は

村

の

歴

史

回

を

重

ね

る

度

に

、

あ

な

た

の

ユ

ー

モ

ア

溢

れ

る

会

話

と

指

導

力

で

、

益

々

会

を

盛

を

窺

わ

せ

る

地

名

が

残

っ

て

い

ま

す

。

そ

の

一

例

が

粟

生

り

立

て

て

く

れ

ま

し

た

。

新

田

の

上

人

塚

で

す

。

『

九

十

九

里

町

誌

』

（

上

巻

）

に

思

い

起

こ

せ

ば

、

昭

和

一

二

十

年

、

白

濤

会

が

結

成

さ

れ

、

毎

月

の

俳

句

会

を

通

し

、

故

田

村

敬

氏

の

「

九

十

九

里

町

字

名

考

」

が

あ

り

「

行

文

化

活

動

が

始

ま

り

、

『

句

集

つ

く

も

』

を

四

百

号

ま

で

続

け

ら

れ

ま

し

た

。

青

年

会

に

お

い

て

も

、

会

報

を

者

が

埋

葬

さ

れ

た

と

こ

ろ

と

す

る

地

城

も

あ

る

。

粟

生

発

行

、

そ

し

て

、

演

劇

の

公

演

も

計

画

さ

れ

、

三

回

も

み

ん

な

楽

し

く

舞

台

を

務

め

さ

せ

て

貰

い

ま

し

た

。

村

の

発

生

は

片

貝

村

よ

り

も

古

い

と

見

ら

れ

て

い

る

の

昭

和

三

十

六

年

に

は

高

村

光

太

郎

智

恵

子

の

碑

の

建

立

に

大

い

に

努

力

さ

れ

、

大

海

原

の

前

に

素

晴

ら

し

で

、

あ

る

い

は

『

七

里

法

華

』

と

関

係

が

あ

り

、

経

文

い

碑

が

出

来

上

が

り

ま

し

た

。

昭

和

四

十

七

年

、

あ

な

た

が

四

十

歳

の

時

、

西

野

の

獅

子

芸

を

復

活

さ

せ

た

仏

具

を

埋

め

た

地

か

」

と

あ

こ

と

は

大

変

な

偉

業

で

し

た

。

り

ま

す

。

戦

国

時

代

初

期

、

昭

和

六

十

年

に

白

濤

会

を

止

め

ら

れ

、

「

つ

く

も

俳

句

会

」

を

立

ち

上

ザ

、

山

武

郡

内

に

四

教

室

も

開

校

5
瞑
を
暉

mに
い

5
這
紐
立

さ

れ

、

文

化

サ

ー

ク

ル

と

し

て

大

勢

の

俳

句

愛

好

者

に

感

謝

さ

れ

た

こ

と

て

し

よ

う

。

ま

た

。

『

千

葉

日

報

』

の

俳

句

選

者

に

抜

擢

さ

れ

、

十

年

間

も

大

活

躍

さ

れ

ま

し

た

。

平

成

二

十

二

年

よ

り

「

九

十

九

里

郷

土

研

究

を

果

た

す

た

め

、

領

内

一

円

会

」

が

設

立

さ

れ

、

顧

問

を

務

め

ら

れ

、

い

ろ

い

ろ

な

講

話

を

聞

か

せ

て

頂

き

ま

し

た

。

特

に

、

地

方

の

方

言

に

「

顕

本

法

華

宗

」

へ

の

改

宗

集

は

好

評

で

し

た

。

令

を

下

し

ま

し

た

。

そ

の

時

、

ま

だ

ま

だ

語

り

尽

く

せ

な

い

ほ

ど

、

思

い

出

が

あ

り

ま

す

が

、

も

う

あ

な

た

の

「

安

来

節

」

の

名

人

芸

、

そ

真

言

宗

で

あ

っ

た

こ

の

地

の

寺

雙

し

て

、

「

番

場

の

忠

太

郎

」

も

見

ら

れ

な

い

と

思

う

と

、

胸

が

一

杯

に

な

り

ま

す

。

は

、

経

文

仏

具

類

を

埋

め

た

青

童

さ

ん

、

本

当

に

長

い

間

、

お

世

話

に

な

り

ま

し

た

。

ど

う

か

安

ら

か

に

お

眠

り

く

だ

さ

い

。

と

言

い

伝

え

ら

れ

、

そ

の

推

測

の

方

が

事

実

に

沿

っ

て

い

る

よ

う

で

す

。

（

齋

藤

功

）

票

生

新

田

の

上

人

嶽

（

し

ょ

う

に

ん

づ

か

）

鵬

れ

た

町

の

史

躊

(

5

)
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無
事
に
引
き
返
し
、
我
等
は
銃
を
構
え
て
、
何
時
で
も

反
撃
に
出
ら
れ
る
よ
う
、
待
機
し
て
い
る
時
に
、
一
人

の
兵
士
が
壕
の
中
で
流
れ
弾
に
撃
た
れ
て
死
ん
で
い
る
の

を
確
認
、
誠
に
残
念
だ
。
「
ヨ
ー
シ
や
っ
て
、
や
っ
て
、

五

月

二

十

日

、

高

村

智

恵

子

さ

ん

と

同

じ

誕

生

日

。

や

っ

て

や

る

そ

！

」

と

、

死

の

覚

悟

で

反

撃

に

出

て

、

戦

そ
れ
だ
け
で
も
私
に
と
っ
て
は
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
ソ
連
軍
に
よ
っ
て
国
境
は
破
ら
れ
、
東
満
緩
芥
河
友
の
敵
を
討
っ
て
出
よ
う
と
思
っ
た
矢
先
、
小
隊
長
が
叫

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
故
郷
に
帰
る
と
、
十
分
位
の
所
と
西
方
里
方
面
か
ら
ソ
連
軍
は
凄
い
勢
い
で
進
行
し
て
ん
だ
。
「
皆
は
後
方
に
下
が
る
ん
だ
」
と
。

に
智
恵
子
の
記
念
館
が
あ
っ
た
り
、
そ
の
当
時
は
立
派
来
た
。
一
時
、
静
ま
り
返
っ
た
時
、
急
に
関
東
軍
か
戦
友
同
志
は
、
素
早
く
小
高
い
丘
か
ら
降
り
、
歩
き

な
記
念
館
が
、
と
い
う
感
じ
で
、
さ
り
げ
な
く
流
し
て
ら
命
令
が
あ
り
、
「
我
が
部
隊
は
、
ソ
連
の
国
境
の
第
始
め
た
。
ソ
連
兵
は
容
赦
な
く
討
っ
て
く
る
。
そ
の
度
平

ま

し

た

。

一

線

か

ら

後

方

へ

退

く

こ

と

と

な

り

、

他

の

部

隊

と

皆

は

草

む

ら

に

身

を

潜

み

、

そ

し

て

、

様

子

を

見

な

カ

私
は
結
婚
し
て
、
西
ノ
下
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
、
入
れ
替
わ
り
、
後
方
の
警
備
に
当
た
る
」
と
こ
の
ら
、
再
び
歩
き
始
め
た
。
歩
い
て
歩
い
て
、
夕
暮
れ
が

ま
た
、
智
恵
子
さ
ん
と
深
い
関
係
の
斎
藤
俊
太
郎
さ
ん
命
令
は
、
ソ
連
軍
が
攻
め
て
来
る
半
月
く
ら
い
前
の
近
い
時
に
、
外
の
小
隊
と
別
れ
、
再
び
歩
き
始
め
た
時
、

と
同
じ
自
治
区
内
で
し
た
。
区
で
何
か
行
事
が
あ
る
と
、
こ
と
で
し
た
。
数
日
後
、
後
方
に
退
い
て
部
隊
は
、
ソ
連
軍
が
再
三
に
わ
た
っ
て
撃
っ
て
き
た
。
戦
友
同
志
は

皆
で
集
ま
っ
て
行
動
を
共
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
斎
藤
全
員
が
玉
砕
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。
友
愛
部
隊
と
し
励
ま
し
合
い
な
が
ら
警
備
を
怠
ら
な
か
っ
た
。

さ
ん
は
、
人
形
の
製
作
所
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
中
を
て
非
常
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
行
軍
に
行
軍
を
続
け
る
若
者
同
志
は
、
疲
れ
を
知
ら

見
せ
て
頂
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
と
（
注
）
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
、
ソ
連
は
日
ソ
不
可
侵
な
い
。
ソ
連
兵
と
の
一
戦
が
何
時
始
ま
る
力
緊
張
の

て
も
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
条
約
を
一
方
的
に
破
棄
し
、
満
州
国
へ
の
侵
攻
を
連
続
で
も
、
戦
友
は
皆
、
元
気
だ
。
歩
い
て
い
る
最
中
、

糧
智
恵
子
さ
ん
は
身
体
を
こ
わ
し
、
療
養
し
て
い
た
田
開
始
。
国
境
付
近
に
取
り
残
さ
れ
て
在
留
す
る
成
誰
か
が
叫
ん
だ
。
「
向
こ
う
に
敵
が
い
る
ぞ
！
」
と
。
人

村
別
荘
は
、
今
の
「
あ
ぶ
ら
や
」
さ
ん
の
テ
ニ
ス
コ
ー
人
男
子
は
「
国
境
警
備
軍
」
と
し
、
ソ
連
軍
と
対
影
を
確
認
す
る
と
、
勢
い
よ
く
、
私
と
戦
友
同
志
の
間

会
卜
の
中
央
辺
り
の
松
林
の
中
に
あ
り
、
そ
こ
に
住
ん
で
峙
し
た
。
（
編
集
委
）
に
飛
ん
で
来
た
も
の
は
手
権
弾
で
あ
っ
た
。
「
ア
ッ
！
し

い
た
そ
う
で
す
。
以
前
、
そ
の
辺
り
に
「
案
内
板
」
が
我
々
の
部
隊
は
、
三
々
五
々
に
別
れ
、
後
方
へ
の
ま
っ
た
」
。
運
よ
く
、
そ
の
手
権
弾
は
不
発
で
、
命
が
救

会
立
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
古
く
な
り
、
折
れ
て
し
ま
警
備
を
続
行
し
、
ソ
連
兵
が
い
つ
激
突
す
る
か
分
か
わ
れ
た
。
戦
友
同
志
は
、
「
行
く
ぞ
！
」
と
の
掛
け
声
で

究
っ
た
よ
う
で
す
。
「
そ
の
後
は
判
ら
な
い
」
と
、
中
村
さ
ら
な
い
状
況
の
中
で
、
緊
張
感
が
生
じ
て
の
行
軍
が
攻
め
に
入
っ
た
が
、
相
手
は
少
人
数
で
、
向
か
っ
て
来
る

研
ん
が
話
し
て
い
ま
し
た
。
続
き
、
疲
れ
果
て
、
歩
き
な
が
ら
居
眠
り
を
し
た
時
様
子
も
な
く
、
我
が
戦
友
同
志
は
油
断
な
く
包
囲
し
た
。

土

い

ろ

い

ろ

調

べ

て

見

ま

す

と

、

と

て

も

奥

が

深

く

、

も

あ

り

ま

し

た

。

敵

は

銃

を

上

げ

て

降

参

し

て

い

る

よ

う

だ

。

敵

に

向

か

っ

●
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
で
も
、
こ
う
し
た
関
心
突
然
、
遠
く
か
ら
一
斉
射
撃
を
受
け
、
反
撃
に
出
て
拳
銃
で
刺
し
殺
そ
う
と
し
た
が
、
い
ざ
と
言
う
時
に

里
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
郷
土
研
究
会
に
入
会
し
よ
う
と
し
た
が
、
ソ
連
兵
は
遠
ざ
か
っ
て
い
っ
た
。
日
は
さ
す
が
に
出
来
な
か
っ
た
。

九
て
沢
山
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
頂
い
た
お
陰
で
す
。
々
命
懸
け
の
行
軍
で
あ
る
が
、
疲
れ
を
忘
れ
、
我
が
小
隊
長
は
叫
ん
だ
。
「
武
器
を
取
り
上
ザ
て
逃
が
し

＋
ふ
る
さ
と
を
偲
び
な
が
ら
、
思
い
の
ま
ま
書
い
て
み
小
隊
は
、
あ
る
小
高
い
山
岳
地
帯
に
辿
り
着
き
ま
し
て
や
れ
」
と
。
敵
は
一
目
散
に
遠
ざ
か
っ
て
し
っ
た
。

九

ま

し

た

。

た

。

そ

の

矢

先

に

再

び

ソ

連

軍

は

動

き

始

め

た

の

か

、

次

の

警

備

作

戦

に

出

て

、

山

岳

地

帯

を

歩

き

始

め

た

銃
の
音
が
響
き
、
足
場
の
悪
い
所
で
、
時
、
小
隊
長
は
、
大
声
で
叫
ん
だ
。
「
一
人
の
犠
牲
者

「
陣
地
を
構
え
ろ
」
と
の
指
示
に
従
を
も
出
し
て
は
な
ら
な
い
ぞ
！
」
と
。
戦
友
同
志
は
、

い
、
戦
友
同
志
は
敵
と
の
一
戦
に
な
お
互
い
に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
飲
ま
ず
食
わ
ず
の
行

る
こ
と
を
、
死
の
覚
悟
で
決
め
て
の
作
軍
が
続
い
た
。
ソ
連
軍
は
、
何
時
。
反
撃
に
出
る
と
も

戦
で
し
た
。
観
察
手
は
、
岩
の
陰
か
限
ら
な
い
。
お
互
い
に
気
を
引
き
締
め
て
、
次
へ
の
作
戦

ら
双
眼
鏡
で
ソ
連
軍
の
気
配
を
い
ち
を
練
っ
た
。
（
続
く
）

早
く
探
り
、
人
影
の
動
き
を
見
極
め
（
注
）
昭
和
2
0
年
5
月
の
時
点
で
、
政
府
や
軍
の
関
係

る
な
ど
、
前
方
の
道
路
に
向
か
っ
て
稲
者
は
、
既
に
ソ
連
国
境
か
ら
撤
退
を
開
始
し
、
入
植

穂
が
実
っ
て
い
る
田
圃
で
、
後
方
が
山
開
拓
民
は
取
り
残
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
青
少
年
義
勇

林
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
の
で
軍
の
大
部
分
は
置
き
去
り
に
さ
れ
た
。
ソ
連
軍
の
攻

す

。

撃

や

中

国

人

の

襲

撃

に

遭

い

な

が

ら

、

満

鉄

職

員

ら

時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、
油
断
の
出
来
に
誘
導
さ
れ
、
満
鉄
で
引
き
上
げ
に
成
功
し
た
場
合

な
い
状
況
の
中
で
、
観
察
手
が
叫
ん
や
、
徒
歩
で
延
々
と
逃
げ
延
び
た
者
、
ソ
連
の
捕
虜

だ
。
「
道
路
の
左
の
方
か
ら
ソ
連
軍
の
と
な
り
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
で
生
き
延
び
た
者
も
い
る
が
、

戦
車
が
来
て
い
る
」
と
。
素
早
く
確
最
終
的
に
は
日
本
に
帰
国
で
き
た
の
は
1
1
万
人
程

認
で
き
、
一
人
の
兵
士
は
、
手
権
弾
度
と
さ
れ
、

1
6
万
S
2
1
万
人
は
現
地
や
シ
ベ
リ
ア

を
持
っ
て
仕
掛
け
に
走
っ
て
く
れ
た
。
で
骸
を
晒
す
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
（
編
集
委
）

第 5号

存XI易o議＞
不動堂轟岸に立つ濤●供養塔

九
十
九
里
浜
で
溺
死
や
海
難
、
行

方
不
明
等
で
命
を
失
っ
た
人
が
多

数
お
り
、
そ
の
人
の
霊
を
弔
う
た

め
の
供
養
塔
も
多
い
。
こ
の
供
養

塔
も
そ
の
一
基
で
、
ひ
っ
そ
り
と

海
に
向
か
っ
て
建
っ
て
い
る
。

→ 

表面 有縁無縁
妙法 海難供養塔

万各霊之

裏面 昭和二十七年

施主 阿部鉄次郎

篇

藤

八

重

子

智
直
子
と
ふ
る
さ
と

戦
螂
蜘
』
E
仁
↑
年
義
勇
団
と
し
て

長

胃

真

纏



前
号
で
は
会
員
の
殆
ん
ど
の
方
々
が
投
稿
さ
れ
、
六

十
四
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
冊
子
に
な
っ
て
お
り
、
第
二
号
も

同
様
な
も
の
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
前
号
か
ら
の

先
日
の
総
会
に
於
い
て
、
本
年
度
の
最
大
の
事
業
反
省
と
し
て
、
活
字
を
大
き
く
し
よ
う
と
、
本
会
報
で

幕
末
、
維
新
期
に
し
た
第
一
人
者
、
勝
海
舟
と
し
て
、
『
会
誌
・
伊
和
志
』
第
二
号
の
発
刊
力
決
使
用
し
て
い
る
活
字

(
l
1
ポ
イ
ン
ト
）
に
し
ま
す
。

霞
筐
謬
煕
翌
疇
苔
紐
虚
竺
『
罰
筐
麗
靡
賢
翌
積
？
闘
5

翌
喘
蒻
扉
琶
百
讐
誌

は
、
新
政
府
に
な
り
、

5

職
に
つ
い
た
故
、
江
戸
の
赤
て
少
し
で
も
郷
土
の
発
展
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
の
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
原

坂

氷

川

に

あ

っ

た

屋

敷

が

度

々

襲

撃

さ

れ

て

い

た

の

で

願

い

が

あ

り

ま

す

。

稿

が

提

出

さ

れ

次

第

、

パ

ソ

コ

ン

に

打

ち

込

み

、

編

集

あ
っ
た
。
海
舟
は
、
身
を
潜
め
る
為
に
、
我
が
九
十
九
第
二
号
で
は
、
特
に
「
戦
中
戦
後
の
体
験
」
と
い
委
員
会
を
開
き
、
校
正
し
ま
す
。
勿
論
、
本
人
に
は
十

里
の
知
人
で
あ
る
藤
代
昌
琢
宅
を
訪
ね
て
居
り
、
近
う
特
集
を
組
み
、
未
来
に
向
け
て
貴
重
な
資
料
の
収
月
二
十
一
日
の
例
会
の
折
に
目
を
通
し
て
頂
き
ま
す
。

く
に
住
む
大
頭
氏
宅
ヘ
一
ヶ
月
程
、
逗
留
し
て
い
た
と
集
に
努
め
た
い
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
会
誌
の
発
刊
に
当
た
り
、
会
員
の
負
担
金
は
一

の

事

で

あ

る

。

そ

の

他

で

は

、

歴

史

等

に

関

す

る

小

論

文

の

「

論

口

千

円

で

、

本

誌

を

一

一

冊

配

布

し

ま

す

。

さ
て
、
数
年
前
に
郷
士
研
で
木
島
先
生
に
よ
る
講
じ
る
」
で
は
木
島
氏
、
川
島
氏
、
齋
藤
氏
な
ど
に
執
発
行
は
十
二
月
十
六
日
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

"
5
ね
紅
開
□515
恥
恥
引
訳
口
直
閥
麟
芹
生
詞
『
終
晶
竺
囀
見
＿
＿

1

]

＿
記
／
村
松
英
i
]
-

漢
詩
を
御
教
示
頂
い
た
。
海
舟
は
、
実
に
よ
く
地
曳
谷
氏
、
村
松
氏
、
古
川
氏
な
ど
の
原
稿
を
予
定
し
、

網
の
様
子
を
観
察
し
て
お
り
、
浜
辺
で
の
商
人
と
の
取
こ
の
他
、
会
員
に
よ
る
随
筆
、
記
録
、
日
記
、
感
想
．

3
月
2
5
日
総
会
開
催
の
通
知
を
発
送

引
き
の
様
子
な
ど
も
見
事
に
描
い
て
い
る
。
文
、
思
い
出
な
ど
を
記
し
た
「
つ
れ
づ
れ
」
を
予
定

•
4

月
1
0

日
総
会
資
料
等
の
印
刷
・
準
備

傷
心
の
身
に
と
っ
て
、
こ
の
大
海
原
で
、
た
く
ま
し
し
て
い
ま
す
。

•
4

月
1
5

日
平
成

2
9

年
度
総
会

糧

く

生

き

、

大

漁

に

湧

く

様

子

に

、

お

の

れ

の

小

さ

な

心

記

念

講

演

講

師

川

島

秀

臣

氏

配

事

な

ど

気

に

せ

ず

に

酒

を

汲

み

、

鰯

を

さ

か

な

に

し

＾

編

集

委

員

会

＞

．

4
月
2
3
日

F
M
ラ
ジ
オ
の
取
材
に
村
松
が
対
応

会
な
が
ら
、
ど
ん
な
に
か
心
を
慰
め
ら
れ
た
だ
ろ
う
か
？
委
員
長
本
保
弘
文

2
5
日
県
立
関
宿
城
博
物
館
が
干
鰯
に
つ
い

九

十

九

里

の

海

は

、

は

て

し

な

い

力

を

持

っ

て

い

る

。

委

員

川

島

秀

臣

内

山

い

つ

齋

藤

功

て

小

林

賓

氏

を

取

材

（

事

務

局

対

応

）

会

次

に

海

舟

の

詠

ん

だ

長

編

漢

詩

の

口

語

訳

を

紹

介

村

松

英

一

染

谷

桂

子

古

河

達

也

．

5
月
6
日

6
月
の
史
跡
散
策
地
の
下
見
（
内
山
会

究

す

る

（

木

島

先

生

の

訳

）

。

伊

東

邦

子

長

・

本

保

・

村

松

）

研

＊

．

．

 
5
月
1
0
日

5
月
例
会
の
資
料
の
印
刷
・
準
備

土
こ
こ
は
日
本
の
上
総
の
国
、
陸
地
は
真
っ
直
ぐ
に
東

2
0
日

5
月
例
会
「
徳
冨
董
花
と
関
寛
斎
」

●

に

進

め

ば

、

先

は

も

う

海

に

接

し

て

い

る

。

南

は

太

東

無

い

。

海

辺

で

は

引

き

手

が

網

に

蟻

の

よ

う

こ

集

ま

講

師

齋

藤

功

氏

里
岬
。
北
は
犬
吠
崎
で
あ
る
。
二
つ
の
岬
は
角
の
よ
う
に
り
、
真
網
逆
網
が
競
っ
て
網
を
引
き
合
う
。
網
袋
い
っ
．

6
月
1
0
日
史
跡
散
策
資
料
の
印
刷
・
準
備

九
突
き
出
し
て
海
岸
を
抱
い
て
い
る
。
海
辺
に
打
ち
寄
せ
ぱ
い
の
イ
ワ
シ
は
鞠
の
よ
う
に
膨
ら
ん
で
袖
網
に
ま
で
•
6

月
1
7

日
史
跡
散
策
（
大
網
白
里
・
茂
原
）

＋

る

猛

り

狂

っ

た

潮

は

、

千

雷

の

響

き

を

轟

か

せ

、

じ

か

は

ち

き

れ

そ

う

だ

。

あ

と

が

｀

‘

九
に
太
平
洋
の
彼
方
よ
り
寄
せ
て
く
る
。
鰯
は
た
ち
ま
ち
大
勢
の
か
つ
ぎ
手
に
よ
っ
て
運
ば
戦
争
中
、
軍
国
主
義
の
教
典
と
し
て
利
用
さ
れ
た
『
教

こ
の
九
十
九
里
浜
は
、
湾
全
体
が
九
十
九
里
（
約
六
れ
、
銀
白
色
の
山
が
し
ば
ら
く
の
間
に
積
み
あ
げ
ら
育
勅
語
』
が
大
手
を
振
っ
て
姿
を
現
す
世
の
中
に
な
り

o
k
m
)
も
あ
り
、
漁
獲
が
大
き
な
利
益
の
中
心
を
占
れ
る
。
積
み
上
げ
ら
れ
た
鰯
の
表
面
は
、
盛
ん
に
と
つ
つ
あ
る
。
現
政
権
は
「
憲
法
や
教
育
基
本
法
に
反
し

臼
鸞
胄
ふ
髯
皇
V

芦
蜘
琵
誓
9

燐
諄
籍
襲
ー
っ
二
攣
髯
閏
的
に
出
星

月

使

わ

れ

て

い

る

。

し

ば

ら

く

し

て

商

人

た

ち

が

や

っ

て

来

て

、

相

場

を

を

、

ど

う

活

用

す

べ

き

と

い

う

の

か

？

何

と

な

く

「

一

6

時
は
今
、
明
治
九
年
(
-
八
七
六
）
ひ
の
え
ね
の
決
め
て
い
る
の
が
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
も
立
ち
話
―
日
一
緩
急
あ
れ
ば
義
勇
公
に
奉
じ
以
て
天
壌
無
窮
の
皇

年
二
月
の
初
め
、
私
は
気
儘
に
漁
の
様
子
を
ゆ
っ
く
り
見
で
、
た
ち
ま
ち
決
ま
っ
て
、
数
を
か
ぞ
え
て
手
順
ど
運
を
扶
翼
す
べ
し
」
（
万
一
危
急
の
大
事
が
起
こ
っ
た
な

9

物
し
よ
う
と
思
う
。
海
面
の
変
色
で
鰯
の
群
れ
が
集
ま
お
り
決
ま
り
が
付
く
。
ら
ば
、
大
義
に
基
づ
い
て
勇
気
を
振
る
い
一
身
を
捧
げ

2

っ
て
い
る
こ
と
を
判
断
し
、
海
上
に
飛
び
ま
わ
り
、
群
昔
か
ら
「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
と
い
う
が
、
て
皇
室
国
家
の
為
に
尽
く
せ
）
と
い
う
項
目
が
透
け
て

咸
が
る
鴎
で
鰯
の
所
在
を
知
る
。
全
く
そ
の
通
り
で
、
一
網
千
金
の
言
葉
は
全
く
嘘
偽
見
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
勅
語
は
、
昭
和
2
3
年
(

1

平
船
足
の
早
い
船
は
、
突
き
進
ん
で
折
り
重
な
る
波
を
り
は
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
私
な
ど
は
、
も
と
も
と

9
4
8
)
6
月
に
衆
・
参
両
院
で
排
除
・
失
効
さ
れ
て

＞
切
り
、
遠
く
波
の
真
中
の
は
る
か
沖
合
い
に
向
か
っ
て
富
国
の
経
綸
な
ど
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
わ
け
で
は
い
る
の
が
、
「
閣
議
決
定
」
だ
け
で
は
議
会
軽
視
で
あ

4

漕
ぎ
出
し
て
い
く
。
沖
で
網
を
下
ろ
し
て
左
右
に
張
つ
な
い
の
だ
か
ら
、
鰯
を
み
と
っ
て
酒
を
酌
ん
で
、
取
り
り
、
立
法
と
は
成
り
得
な
い
の
で
あ
る
が
？
（
本
保
）

く
て
引
き
、
漕
ぎ
回
る
櫓
手
は
し
ば
し
も
休
む
こ
と
は
越
し
苦
労
は
や
め
よ
う
。
海
舟
居
士

第 5号

染

谷

九
十
九
里
と
勝
誨
舟

佳

子

十
二
月
の
発
刊
を
目
指
し
て

s『
会
誌
・
伊
和
志
』
第
二
号
S


